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ティーム ･ティーチングを効果的にするための一考察
長 江 宏
はじめに
全国の中学校や高等学校の教壇に立つ外国
人教師の姿が､多く見られるようになった｡
この 人達 をAET(Assistant English
Teacher)と呼 び､日本 人教 師 を JTE
(JapaneseTeachersofEnglish)と呼んでい
る｡この二人の行う授業形態をティーム ･テ
ィーチングと言っているが､課題はないので
あろうか｡
端的に言うと､確かに母国語が英語であっ
て､間違いなくこれらAETの先生方は英語
を話しているわけだが､必ずしも教師として
の訓練を経ているわけではない｡昭和62年か
ら始めたJETプログラムつ まりJapan
ExchangeandTeachingProgramは､｢外
国青年語学指導助手招致事業｣といわれてい
るが､あくまでも指導助手である｡この人達
は､それでもワークショップがあって､訓練
されているが､各教育委員会独自に雇ってい
るAETになると､そういう機会もなく､い
きなり教壇に立っている実態がある｡
特に首都圏では､驚くほど報酬が高くて､
AET希望者が殺到しているようである｡現
にAETの中には､教師としてのライセンス
もないのに､教壇に立っていることを､首を
かしげながらやっているとも聞いている｡
こういう状況の中で､ティーム ･ティーチ
ングを行うとなると､∫TEの力量に待つも
のが多くなるわけで､できるだけ学校の実態
宏
や､地域の実態に合ったAETを選ぶことが
大切である｡また､具体的に授業展開する上
で､役割分担を十分協議することが必要にな
ろう｡
したがって､本稿では､ティーム ･ティー
チングを効果的にするための条件であるAE
TとJTEの関係並びにAETに求められる
資質､採用体制などについての考察にとどめ
ておきたい｡
1.AETとJTEとの関係
AETとJTEとの関係については､AE
Tの制度を学校教育に取り入れて以来論じら
れている課題である｡二人以上の教師によっ
て同一授業を担当するということは､教師相
互の関係が､授業の効率を上げる上で､大切
なものになる｡それだけにたとえば二人の教
師であれば､二人の人間関係が授業の成立の
キーになるわけであるo
そこで困るのは､人間誰しも相性があると
いうことである｡しかし､生徒の英語の基礎
基本を徹底するとなると､相性などと性格が
合わないことを問題にしているわけには行か
ない｡少なくとも協同授業であるだけに､文
字どおり協同してもらわなければならないわ
けである｡
それではどうしたら良いかということにな
るが､二人で､よく相談をして､授業を作り
上げるほかに方法はないわけである｡ではど
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ういう関係が望ましいのであろうか｡このこ
とについて､Longman刊のTeamTeaching
では､次のように述べている｡
1.TeamTeachinglSnotanestablished
teachingsystembutaprocessinthe
strenuouseffortstochangetheteach･
ingandlearningofEnglishinJapan.
2.TeamTeachingistotalcooperation
betweenJTEandAET wherethey
takeequalresponsibilityinplanning
andteachingtheirlesson.
3.Aloralmostalactivtiesinateam-
taughtlessonshouldbecommunicative
activitiesinwhichthereexistcommu-
nicationandinteractionbetweenAET
andthestudents,JETandthestudents,
andamongthestudentsthemselves.
つまりこの3点を踏まえて､JTEとAE
TがTeamTeachingを行うことが望ましい
と指摘している訳である｡
それでは､具体的にはどうしたら良いので
あろうかoつまり､相性とか性格などの問題
を乗り越えて､協同授業を通してどのように
言語活動を効果的なものにするかということ
を探る必要がある｡そこで､まず協同授業を
作り上げる場合の二人の関係を明確にするこ
とが必要であろう｡このことは､∫ETプロ
グラムが導入されてから､絶えず話題になっ
ていることである｡
二人の関係を明確にするということはどう
いうことであろうか｡それは､まず二人の教
師の役割を考えてみることであろう｡協同授
業は､効果的な言語活動を生徒に行わせるた
めに､教師が二人で協力して準備するもので
あろう｡
前 述 したTeam Teachingで は､The
teachers'rolesの章で､次ように述べている｡
*decidingontheaims;
*lookingathowfarthematerialin
thetextbookisappropriate;
*makingsuretheThreePs(Presenta-
tion,Practiceand Production)are
coverd;
*decidingwhatthetwoteachersin
theteam-teachingsituationcanbring
tothelesson,and,accordingly,what
theirrolesshouldbe.
これを見ても分かるとおり､協同授業は､
二人が協力して作り上げるものであることが
理解できる｡つまり授業をプランニングする
ときは､∫TEが主たる役割を果すといって
も､やはり､同格で､アイディアを出し合っ
て計画を立てるものであろう｡
それでも多くのAETはアシスタントであ
って､あくまでもJTEが主であると雇用関
係をはっきり踏まえている場合が多いようで
ある｡しかしながら､ひとたび授業のことと
なったら､同じ立場で作り上げ､授業展開の
場では､場面によって､おたがいが時には､
主となり､また時には従となることが必要で
あろう｡
この関係を､Theteachers'rolesでは次の
ようにフローで示している｡
この表を見ると､二人の教師の役割が良く
理解できるはずである｡つまり授業を展開す
る中で､おのずから役割が決まってくること
になる｡そこで具体的に､役割について話題
にしてみたい｡
(1) 授業前の役割
*その課の目標を明確にする｡
これについては､いずれの英語科において
も､当然カリキュラムがあるわけで､しかも
長江▲ティー ム･ティー チングを効果的にするための一考察 95
Resource
Presentlngthe
language/material
Instructor
Organiser/MotiVator
年間の具体的な指導案をあらかじめ用意して
あるはずである｡したがってそれにもとずい
て目標を明確にすれば良い｡これは､JTE
の役割となるので､AETに周知徹底を図る
必要がある｡特に授業を行う場合に､絶えず
目標を押さえておくことが大切であるからで
*言語材料の提示をどのようにするか相談
する｡
目標にもとずいて､どのような言語材料を
扱うのかあらかじめ押さえておくことが必要
であるOつまり､どのような言語材料で､ど
のような題材になっているか明確にすること
である｡これらの内容を一覧にして､∫TE
とAETが打ち合わせることが必要である｡
特に､生徒に提示する場合､どのように示す
のが良いかポイントを押さえて､一つ一つ組
み立てることが大切である｡
*言語活動を行う場合の手順を明確にする｡
これは､teachingplanによってJTEとA
ETの役割分担を決めておくことである｡た
とえば､最初にJTEがmainroleを行った
場合､その次は､AETの出番となるように､
いわばシナリオを作っておくことである｡も
ちろんJTEとAETとで作り上げるのであ
るが､ティーム ･ティーチングの形がいろい
ろあるので､あらかじめJTEがしっかり用
意しておくことが必要であろう｡
*視聴覚機器や使用するワークシー トなど
を用意する｡
GiVingthestudents
;Ⅰnstructor
Modeler
Organiser/MotiVator
EValuator/Monitor
Gettingthestudents
toproducethe
language
Organiser/MotiVator
EValuator/Monitor
これは､当然JTEが用意するものである
が､視聴覚機器であれば､どのように使うの
かAETに説明をして､場合によっては､操
作もやってもらうことになるわけである｡こ
れはあくまでも役割分担の中であろう｡また
言語活動を行う上で､ワークシー トを使うこ
とは効果のあることであるが､これらについ
ては､JTEが用意をして､そのワークシー
トをどのような目的のために､またどのよう
に生徒に活用させるのか十分打ち合わせをす
ることが必要である｡できればAETの意見
も入れて､必要に応じて､内容についても検
討することが肝要であろう｡
*英語学習に対する興味を育てる工夫を凝
らす｡
どのように生徒たちに英語学習に対する興
味 ･関心 ･態度を持たせたらよいか｡このこ
とは､協同授業においては､重要なポイント
である｡したがって､∫TEとAETは､あ
らかじめ､使用する題材なり､言語材料を､
どのように生徒に与えたら良いか吟味するこ
とによって､学習に対する興味 ･関心 ･態度
を育てるか話し合うことが必要である｡この
場合特にJTEが具体案を持って望むことが
必要であろう｡
(2)授業中の役割
授業中の役割については､前述したフロー
の中では､Presentationでは､二人がそれぞ
れ Instructor, Organiser, Motivator,
Resourceな どの役 割､Practiceで は､
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Instructor,Modeler,Organiser,Motivator,
Evaluator,Monitor,Resourceなどの役割､
Productionでは､Organisier,Motivator,
Evaluator,Monitor,Resourceなどの役割を
それぞれ演ずるよう述べている｡つまり､授
業展開の中では､シナリオをよくねっておい
て､時間の進行とともにJTEとAETの出
番を明確にしておくことであろう｡そこで､
そのそれぞれの役割について､Theteacher's
rolesでは､次のように挙げているのので､ポ
イントを紹介してみたい｡
Theinstructorrole
*presentingnew languagetothe
students;
*helpingstudentsto
understandthegrammer
newwords
thetext;
*guidingthestudentsthroughthe
book;
*explainingexercisesandactivities;
*correctingtheirmistakes.
Themodelerrole
*providingamodelfortheteaching
ofpronunciation;
*providingamodelofrealcommu-
nication(AET andJTEconversa-
tions);
*modelingdialoguesforpractice
(anexampleismuchclearerthana
long-windedexplanation);
*modelinggroupworktasks(the
teachersandsomestudentscandem-
onstrate).
Theresourcerole
*uslngyourknowledgeandexperi-
encetoprovideusefulandinterest-
ingmaterialfromwhichthestudents
canlearn;
*providing further ilustration
whereitisneededandanswersto
student'squestions;
*ensuringthatthestudentsknow
youarearesorcewhentheydonot
understandsomethingandarewil-
ingandabletouseyou;
*providingthenecessaryopportu-
nitiestouseEnglish(especialythe
AET).
Theevaluator/monitorrole
*Chekingforanyproblemsinwhat
thestudentsaresayingordoing;
*judgingwhetherthestudentsare
readytomoveontothenextstage
ofthelesson(e.g.Dotheyneedmore
practicefirst?);
*listeningcarefulytothestudents
whentheyaredoingactivities;
*notintruding on activitiesbut
beingthereifthestudentsneedyou;
*judgingwhetherthingsaresuc°
cessfulornotandthereasons;
*markingwrittenwork;
*rewarding thestudents'efforts
withpraiseandencouragement(not
onlywhentheygetthingsright).
Theorganiser/motivatorrole
Pre-lessonplannlng
*decidingontheaimsofalesson;
*findingthebest/mostinteresting
waytopresentandpractisenew
language;
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*workingoutinstructionsforactiv-
itiessothattheyarestagedand
clearforthestudents;
*colecting/making any visuals,
props,orworksheetsforthelesson;
*decidinghowtheboadwilbeset
outsothatitisclearforthestudents;
*workingoutquestionssothatas
muchaspossibleiselicitedfromthe
student,notjustgiventothem;
*workingoutwaysofencouraglng
themtoproduceEnglish;
*makingsuretapesandvideosare
readytouse.
Ⅰntheclassroom
*givingoutandcolectingpapers;
*trainingandhelpingthestudents
tomovequicklyandquietly;
*holdingorputtingupvisuals;
*checkingthathomeworkisdone/
thatthestudentshavebooks;
*checkingaids(e.g.puttingvisuals
inorder,Settingupcassetterecorder
orvideo);
*glVlngthestudentsopportunities
to commuicate in English and
encouraglngthem touseopportu-
nities.
Afterthelesson
*notinganychangesneedded;
*notinganylanguagewhichisstil
causlngproblemssothatremedial
workcanbeplannedforit.
(3) 授業後の役割
これは授業の反省になるが､やはり､指導
案に従ってチェックする必要がある｡その場
合のチェック･ポイントは､次の点である｡
*目標についてあらためて達成されたか
どうか話し合う｡
*学習指導案のとおりに授業が展開され
たかどうか話し合う｡
*指導過程の中で､もしティーム ･ティ
ーチングがうまく行かなかったところが
あるとするとどこか｡greetings,warm
up,review,presentaion,practice,con-
Solidationと順に指導過程を振 り返って
みる｡
*生徒が言語活動を行うのにティーム ･
ティーチングが効果的であったかどうか｡
興味､関心､態度の面から話し合う｡
*授業で使った､小道具､ワーク･シー
ト､視聴覚器具などは､展開に合わせて
効果的に扱えたか吟味する｡
*授業中のJTEとAETの位置は､授
業をする上で適切であったかどうか｡ま
た､ペア ･ワークやグループ ･ワークを
行ったときの机の位置は適当であったか
どうか吟味する｡
こう述べてみると､先生方から､多忙な毎
日の中でこのようなことはできないと言われ
るかもしれない｡また､AETも人によって
は､時間的余裕のない人もいるかも知れないO
そこを工夫することが課題ではなかろうか｡
JTEとAETの役割分担は､やはり意思の
疎通を図ることか必要であろう｡
2.AETの資質と採用体制
(1)AETの資質
AETの資質について考えてみると､これ
は大変に難しいことになるわけであるが､効
果的なティーム ･ティーチングを行うとなる
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と､AETの資質が大きな課題になってくる
わけである｡
JETプログラムによって､あるいは教育
委員会が独自に雇ったにしろ､とかく学校現
場で適応でなくて､ トラブルを引き起こして
いる例は多い｡何よりも､AETの資質によ
るものであるが､JTEの対応の悪さのため
に起こる例も少なくはない｡
ここでは､とりあえずAETの資質につい
て話題にしてみよう｡
私たち日本人教師もそうであるが､人間に
はいろいろなタイプがある｡したがって､人
間の性格によって､さまざまな対応が生まれ
てくる｡この人間の相互作用がプラスにでる
か､マイナスにてるかによって､ティーム ･
ティーチングの効果が問われるわけである｡
最初にAETの資質についてあげてみよう｡
この資質については､標準的な基準なり規則
があるわけではないが､一般的には､次のよ
うなことが考えられる｡
(ア)英語を母国語あるいは､公用語とし
ていること｡
(イ)少なくとも大学教育を受けているか､
あるいはこれに相当する者｡
(ウ)できれば教師の経験があり､専攻が
教育関係であれば更に良い｡
(エ)人物は人格高潔で､学校勤務に適応
できること｡
(オ)心身共に健康であること｡
まだまだ挙がりそうであるが､これらにつ
いて､更に詳しく触れてみよう｡
(ア)であるが､ここでは､とりあえず中
学校や､高等学校の英宗吾の時間でのティー
ム ･ティーチングを考えているので､これが
フランス語あるいはドイツ語であると､当然､
仏語 ･独語を母国語-ということになるわけ
である｡
それはとにかく､英語圏の国々の出身者で
あることが望ましい｡しかしながら､米国や
英国にこだわらないで､カナダ､オーストラ
リヤ､ニュージーランドさらには､アジヤの
しかも英語をoficiallanguageとしている
国々の人まで広げてみてもいいのではないか
考える｡
筆者は､シンガポール出身のAETにお世
話になったことがあるが､大変良かったこと
を覚えている｡しかも題材の中に東南アジヤ
の国々が出てきときに､生徒たちが､それら
の国々の文化的背景について理解できて､大
変効果的であったことを思い出す｡この-ん
のことは異論おありの万もいると思うのでと
にかく英語圏ということを申し上げておきた
い ｡
(イ)については､大学教育を受けている
方が望ましい｡このことは､どうしてもAE
Tが働く場所が､中学校なり高等学校なので､
一般教養なり専門教養をそれなりに身につけ
ているAETが要求されるわけである｡もち
ろんこのことに相当する方であれば当然いい
わけである｡
JETプログラムであると､これは､外務
省のほうで選抜しているわけであるから､そ
の心配はなさそうである｡しかし､教育委員
会でその町に住んでいる外国人の中から雇っ
たリ､縁故関係で紹介されたり､会話学校な
どから雇う場合には､一応調べたほうが無難
のようである｡
また､英語もいろいろあるわけで､教養の
ある標準的な英語が望まれるわけである｡特
に中学校の1年生は､初めて英語を学ぶだけ
にそれなりのAETを選びたい気がする｡
(ウ)については､文字どおり教師の体験
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があれば望ましいが､そういうわけには行か
ない｡たとえば､∫ETプログラムでは ｢外
国青年語学指導助手｣と日本語で言われてい
るとおり､大学を卒業して間もなくの人が多
いようである｡こういう人達に､教職経験を
問うのは無理である｡しかし､教員養成コー
スを取っている者は､当然体験として持って
いるはずである｡
また教育関係の専攻であると､生徒に揺す
る態度なども初めから違うようである｡しか
しこれは､AETの性格にもよるので､必ず
しも当てはまるものではない｡あくまでも望
ましいという程度のものであろう｡
これまた筆者の体験であるが､オーストラ
リア出身の女性のAETにお世話になったこ
とがある｡彼女は､オース トラリアのhigh
schoolで教師をしていたのであるが､どうし
ても日本語を勉強した(て､来日したもので
あった｡しかも､またhighschoolに戻って､
日本語の教師になるのが夢であった｡したが
って､日本の文化 ･伝統に対して大変関心が
あり､極めてティーム ･ティーチングに対し
ても意欲的であったことを覚えている｡
(ェ)であるが､いずれにしても人品骨柄
が明朗にして､温厚な方が良いには決まって
いる｡なかなかそういうわけにはいかないの
で､苦労するところである｡一般的には次の
ような性格特性の方が望ましいと考えられる｡
*子供が好きである｡
*他人との対応を嫌がらない｡社交性と
いってもいいかもしれない｡
*表情豊かで､ちょっとした演技は何の
苦もなくこなす｡
*明るくて人なつっこい｡
*極めて好奇心旺盛である｡
* ｢郷に入っては郷に従う｣という雰囲
気がある｡
*何よりJTEになれ親しむことができ
る｡
こう並べてくると､きりがないではないか
と言われるかもしれない｡ましてや､ここで
はJTEの資質について話題にしているわけ
ではない｡時に話題になることであるが､∫
TEについてもAETから大変な苦情が来て
いて､これまた本来なら､∫TEに相当な研
修が必要なところであろう｡このことは別の
機会に譲ることにして､AETについてのみ
触れてみたい｡
先頃東京都町田市のAETが自殺するとい
う事件が起きたことは､読者も記憶にあると
思う｡新聞や､テレビの報道では詳しく原因
や､動機について触れていたわけではないが､
おそらくAETを取り巻 く環境に対する適応
がうまく行かなかったのではないかと思う｡
そういう意味では､行政はもちろんであるが､
JTEを初め､学校や地域の取組が大切なこ
とになる｡
さて､それではどんなAETが望ましいか
ということになるが､前述のような理想的な
AETがいるわけではないので､少しでもこ
のような理想に近いAETを選ぶなり､選ぶ
余地がない場合は､∫TEの努力でできるだ
け望ましい形になるよう努力することが必要
であろう｡特にAETは若い人が多いので､
育てるという発想もあって良いのではないか
と思う｡
また､東京のいくつかの区教育委員会では
採用に当たって､人物を見るために､選考委
月会で必要な質問はもちろんのこと､授業の
一部を再現して､演技をしてもらって､ティ
ーム ･ティーチングを行うのに向いているか
どうか検討しているということを聞いている｡
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確かにそこまでできれば申し分ないが､実態
としては大変なことである｡しかし､そこま
で慎重を期したいものである｡
(2)AETの採用体制
AETを採用するに当たって､どうしたら
良いかということが大きな問題になる｡多く
の教育委員会では､それぞれ､委員会を作っ
て対応しているようである｡たとえば､｢外国
人講師導入委員会｣､あるいは､｢英国人教師
プログラム｣､｢協同授業運営委員会｣などと
それぞれ命名して､実行委員会の役割を果た
しているようである｡
したがって､それぞれの教育委員会の採用
体制は､多少の違いはあるものの余 り変わり
がないと言えよう｡そこでまず導入委員会､
運営委員会というか､実行委員会等について､
その内容について少し触れてみよう｡
これからAETを導入するところの場合は､
｢外国人講師導入委員会｣というような名称
になるはずである｡構成メンバーはおおかた
次のようになる｡
つまり､教育委員会 (多くの場合指導室の
担当指導主事になることが多いはずである)､
校長会担当者 (この場合は英語科の校長が担
当することが多い)､教頭会担当者(この場合
も英語科の教頭が担当することが多い)､英語
研究部担当者､各中学校 ･高等学校担当者な
どであるO-応､図示してみよう｡
この委員会では､基本的なことを決めるこ
とになるので､具体的な運営委員会なり､実
行委員会は具体的な方針が出てきたところで
運営が始まるわけである｡ここで気をつける
ことは､すでにAETを導入している教育委
員会の具体的な内容を参考にすることである｡
したがって､導入委員会は､いわば情報を収
集して､どのような外国人講師導入をしたら
教育委員会担当者(指導室)
校長会担当者
教頭会担当者
英語研究部担当者
各中学校 ･高等学校担当者
良いか､方向づけをすることであろう｡この
導入委員会の方針を受けて､実行委員会が動
き始めるわけである｡
それでは､実行委員会なり運営委員会は､
どのような仕事をするのであろうか｡仕事の
中身としては､次のようなことが考えられる｡
まず､組織図を示してみよう｡
そこで､それぞれの仕事の内容に触れてみ
よう｡
* 総 務
･ 実行委員会の目的を明確にする｡
･ 業務内容を明示する｡
･ 予算的規模を明示する｡
･ 採用予定外国人講師を明示する｡
･ 各種必要文書を作成するO
*外国人講師の採用
･ 募集に関すること
･ 選考に関すること
･ 雇用に関すること
･ そのほか採用に関すること
*時間割編成
･ 各校の教育課程との調整
･ 対象学年の授業時数算出
･ 外国人講師の配置
･ 各校の配当授業時数算出
･ タイムテーブルの作成
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*指導内容 ･方法
･ ティーム ･ティーチングの具体的な
方法
･ 中学校 ･高等学校の言語材料の内容
･ 言語活動の領域と扱い方
･ 教育機器の活用とソフトの作成
以上､実行委月会の内容について話題にし
てみたが､およその目安なので､実際には更
に工夫する必要があろう｡
さて､ここで具体的なAET採用の方法に
ついて話題にしてみよう｡
ア､JETプログラムによる採用
∫ETプログラムとは､JapanExchange
andTeachingProgramのことをさしている｡
つまり､｢語学指導等を行う外国青年招致事
業｣ということである｡この場合は､教育委
員会を通して､希望を申し出て､割り当てて
もらう採用方法である｡
ィ､新聞広告による採用
この募集方法は､一般的な方法ということ
ができる｡たとえば､TheJapanTimesに
は､NativeEnglishTeacherを求めている広
告をたくさん載せているが､採用のひとつの
方法であろう｡この場合には､選考方法を確
立しておく必要がある｡つまり､書類選考の
基準や面接の際の観点である｡これなどは､
前述した委員会などで担当者が検討すること
が必要であろう｡
ウ､英会話学校と提携による採用
英会話学校で､外国人講師派遣を事業の一
環としているところがある｡こういうところ
と提携して､AETを派遣してもらうという
採用方法である｡東京のいくつかの区教育委
員会で実施している｡
エ､他の機関との連携による採用
たとえば､ブリチッシュ ･カウンシルと提
携して､英国人教師プログラムという形で実
施している教育委員会やワーキング･ホリデ
イ制度を利用してAETを採用している教育
委員会等がある｡これは､地域社会にある､
他の機関を利用した例であろう｡
オ､縁故 ･友人関係 ･ボランティア等による
採用
最近英語圏の人を問わず多くの外国の人々
が全国各地に住んでいる実態がある｡したが
って､このような人々の協力を得ることも必
要であろう｡意外に身近に適当なAETが住
んでいることがあるので､探してみることも
ひとつの方法である｡東京のある教育委員会
では､たまたま､留学生の会館があることか
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ら､そこと提携してAETを採用しているが､
在住する外国人留学生から協力を得ている例
であろう｡
このように､AET採用については､公的
なもの､私的なものなど様々あるが､要は実
態にあった採用の方法が望ましいわけである｡
終わりに
本稿では､AETとJTEとのかかわり並
びにAETとしての資質､採用体制などを述
べてきた｡しかしながら､ティーム ･ティー
チングを効果的に行うためには､そのレディ
ネスとして､ティーム ･ティーチングの基本
的な理念､つまり基本的な考え方､意義､そ
の歴史､現状､特にAETから見たティーム･
ティーチングなどを踏まえる必要があろう｡
更にティーム ･ティーチングの授業の目指す
もの､授業の形態と必要な条件､評価等を検
討することが肝要で､ティーム ･ティーチン
グの歴史が浅いだけに今後の研究が待たれる
わけである｡
前述したJETプログラムも5年目を向え､
2699人の人達が働いているわけでありいよい
よ3000人の大台に迫っているOこの辺 りでJ
TEがそれなりの力量を発揮しないと､昭和
49年の英語教育に対する､例の平泉論争のよ
うなことが起こりかねないわけである｡この
-んで､軒を貸して､母屋を取られないよう
な配慮が必要であろう｡
それには､英語教師不要論が再燃しないよ
うに､日本人教師がAETを迎えての､ティ
ーム ･ティーチングに早く慣れて､方法 ･内
容共に充実したものにすることが焦眉の急で
あろう｡
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